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資料５ 型取引を行う下請事業者の現状と課題 型業界の概要

日本の型生産額のうち、約９割を金型が占める

1,459,899
(87.9%)

金型製造業

49,153
(3.0%)

鋳型製造業 151,924
(9.1%)

木型製造業

型等製造業出荷額
1,660,976百万円

（H29年）

金型製造業：部分品・附属品を含む

鋳型製造業：中子を含む

木型製造業：模型・モデル

型等製造業の型種別出荷額構成比（金額単位：百万円）

出所：素形材センターホームページ
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資料５ 型取引を行う下請事業者の現状と課題 型業界の概要

金型の生産額は年間約1.4兆円で推移
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型種別の金型生産額推移

（十億円）

出所：日本金型工業会ホームページ、工業統計
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資料５ 型取引を行う下請事業者の現状と課題 型業界の概要

 金型の生産額(H28年度 工業統計)は、約1.4兆円。内訳は、以下の通り

型の種類：プレス型、プラスチック型、ダイカスト型、鋳造型、鍛造型などがある。

4,990億円(35%) 480憶円(3%) 4,639憶円(33%) 433億円(3%)*2

1,188億円(8%)*1 1,188憶円(8%)*1 433億円(3%)*2
その他の金型・部品

2,411憶円(17%)

注)

＊１：鋳造型とダイカスト型は、工業統計表で

同じ分類(双方に、同じ金額)

＊２：ガラス型とゴム型は、工業統計表で同じ

分類(双方に、同じ金額)

出所：日本金型工業会ホームページ、工業統計より作成
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資料５ 型取引を行う下請事業者の現状と課題 型取引における問題点

型取引において顕在化している問題点は以下の通り

受注に際しての
取引条件が曖昧

型代相当額の
資金繰り負担

型の維持管理に
係る

負担の偏在

業界慣習から取引条件が規定され、取引条件の明確化が不十分
• 金型に関する取り決めが、明記されている文書がない、もしくは不十分なケースがある
適正に、型代が支払われないケースがある

• 金型図面の確認を発注側が実施するなど実質的に型の仕様を発注側が決めているが、発注対象は
あくまで部品のみとして、あらかじめ見積もれない費用も一方的に下請け側の負担とされ、実際にか
かった費用を請求できないケースがある（製作した金型のやり直しや、調整等にかかるコストの負担)

• 発注時の部品予定数が変動した際の発注単価への反映が不十分で、台数減による減収や、台数増
による金型増設に伴う追加費用等は下請け側が負担するケースがある

＜論点＞
✔型製作の発注の有無 ✔取引条件の明確化

型を用いる下請事業者が、顧客から型代の支払を受けるまでの資金繰りを負担する構図
• 一般的に、金型メーカへ支払った型代の相当額を顧客から受け取るまで、数ヶ月～１年程度のタイム
ラグが存在

• さらに自動車部品産業では、顧客からの支払いが部品納入に合わせて分割され、型代相当額の全額
入金まで2年以上要するケースもある

＜論点＞
✔型代や型相当費用の支払方法 ✔型検査の在り方

量産終了後の型の保管について、下請事業者側に維持・管理の負担が偏在
• 補給品の生産に必要として、期限が明示されずに型の保管を強いられ、それに伴う維持管理費や保
管の場所代等の負担が下請け側に偏在

• 数十年にわたり型を保管し、不要な型が野ざらしになるケースもある
＜論点＞
✔所有権の帰属 ✔貸与・返却及び廃棄の条件 ✔管理費用の負担の在り方
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資料５ 型取引を行う下請事業者の現状と課題 受注に際しての不十分な条件交渉

業界慣習から取引条件が規定され、取引条件の明確化が不十分

• 三次・四次の下請には、保管費用の話すら来ない。無視されて
いる状況。保管費を払って欲しいなどと言えば、仕事を引き上げ
られる可能性がある。下請けは泣き寝入りに近い。

下請事業者の声

• 型の所有権について、例えば型代が24ヶ月の分割払いの場
合、分割払い中は当社に所有権がある。しかし分割払い完了
後はどちらに帰属するのか、明示されていない。

• 所有権が発注者側にある型についても、量産期間中は当社が
ほぼ無償で管理・修繕している。見積書に織り込むべきではあ
るが、発注者側が受け入れるとは思われない。）

• 型の返却・廃棄基準について、契約書などには「双方協議の上
で決める」としか書かれていない。

取引条件の明文化に関するアンケート結果

32.5% 46.8%型代支払後の所有権の
所在を示す根拠

10.7%9.9%

その他
明示する
ものはない

口頭での
取り決め書面

15.2% 84.8%

取り決め有り

量産後の型保管期間の
取り決め有無

取り決め無し

取引慣行のため

金型を使うものが管理するのは
当然と思うため

合理的な交渉・説明が
できないため

58.0%

32.0%

12.3%

量産終了後の金型保管費用を負担する理由（複数回答・上位３つ）

出所：下請事業者インタビュー、平成30年度金型に係る取引実態調査等より作成

• 顧客からの新規案件の見積条件、発注書には、製品コスト、型
コストなどを明記する趣旨が書かれていることが多いが、保管
期限や保管費などについて明記されることはこれまでない。こち
らからの見積や受注条件に、保管期限や保管費などについ
て、新たに作成した社内基準を提示しようとしたが、受け入れ
ていただけない雰囲気だった。
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資料５ 型取引を行う下請事業者の現状と課題 型代相当額の資金繰り負担

型を用いる下請事業者が、顧客から型代の支払を受けるまでの資金繰りを負担する構図

• 当社から金型メーカへの代金支払は、金型が納品される段階で
一括払い。発注時に着手金を支払うケースも多い。

• 他方、発注事業者から代金回収が完了するのは部品の量産開
始時点。着手金支払から1年～1年半程度かかる。さらに悪い
ケースでは、量産開始時点から24ヶ月の分割払いとなり、全額の
回収に数年単位を要する。

時間軸

発注事業者 下請事業者

引き合い

見積り

部品発注

型発注

型納品・試作

検査

量産

代金支払い

素形材製品の発注フロー（例）

型発注または試作の段階
で、下請事業者からの
キャッシュアウトが発生

型代の支払いは量産開
始後のケースが多い

下請事業者の声

数ヶ月～の
タイムラグ

（参考）下請事業者への金型代支払い方法のアンケート結果

出所：下請事業者インタビュー、平成30年度金型に係る取引実態調査等より作成

77.9%

65.4%

7.9%

19.5%

9.9%

4.3%

4.2%

（参考）
自動車産業

10.9%

全業種平均

その他製品単価に上乗せ全額一括払い 分割払い

• 発注事業者から下請事業者へ型代を一括で支払うケースは8割弱
• 特に自動車産業では、商慣習上分割払いの比率が高く、全額一括払い

は約3分の2に留まる

• 型代と部品代は、ほとんどが別になってきて、型代は検収時に頂
くことが多く、24回払いは、一部の発注者のみになっている。

• 新規案件で、型代を一括で支払わない顧客からの注文は、対応
しないようにしている。
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資料５ 型取引を行う下請事業者の現状と課題 型の維持管理に係る負担の偏在

量産終了後の型の保管について、下請事業者側に維持・管理の負担が偏在

• 3年注文が無い型は、建屋の外に（野ざらしで）保管している。
使っていない型が4,000型ある。置き場が無くなり顧客に返却・

廃棄を相談しても、「また注文があるかもしれない」等と言われ
たり、または返事すら無かったりする。

• 型の保管費は受け取っていない。これまで貰う習慣が無かった
こともあるし、顧客からも「製品単価に織り込み済みだろう」等と
言われてしまう。

• 最近ようやく、一部の顧客と保管費用の協議を開始した。

下請事業者の声

• 特に量産終了後の補給品向けの型は管理が大変。非常にス
ペースも取っている。

• 本来的には、型の保管費を請求すべきなのだと思う。しかし見
積りに入れたとしても、「見積りに管理費を計上しているじゃない
か」と言われて終わりである。

• 最近、試作型から、保管費を支払うか廃棄を認めるかを選ぶよ
う取引先に連絡している。ほぼ例外なく「捨てて下さい」となる。

金型の保管費用負担に関するアンケート結果

16.3% 83.7%

発注事業者 下請事業者

金型の保管・管理
費用の負担者

33.3% 66.7%

困っていない困っている

保管費用の負担感

28.9% 71.1%

協議・相談していない協議・相談している

保管費用負担に関する
協議・相談の有無

19.0% 34.7% 33.2% 13.1%

10年～20年以内4年以内 20年超4年～10年以内

量産終了後金型の
平均保管期間

出所：下請事業者インタビュー、平成30年度金型に係る取引実態調査等より作成

• 顧客は、毎年、金型や治具などの資産チェックに来られる。

• 顧客に、保管費の計上を打診した際、「他社との価格競争が落
ちるだろう」と言われ、計上をあきらめた。
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資料５ 型取引を行う下請事業者の現状と課題 各社のコメント（抜粋）

項目 業種

金属プレス 鍛造 鋳造A 鋳造B ダイキャスト プラスチック成型

主な顧客業種 自動車 自動車 油圧、自動車、建機 産業機械等 電機・精密 自動車等

金型設計フロー
の概要

• 発注者より部品図
面を受領後、受注
側で工程設計し、
型図を作成

• 発注者とすり合わ
せの上で確定・最
終化

• 発注者より部品図
面を受領後、加工し
ろを加えた素材図
作成

• 素材図ベース顧客
と合意後、工程展
開し金型設計

• 発注者より部品図
面を受領後、型屋と
モデルデータ上で
やり取り

• 図面承認は無く、モ
デルデータでOKし
着手

• 発注者より部品図
面を受領後、型割
等を考慮した「方案
図」と共に形屋へ見
積もり依頼

• 発注者へ修正部品
図と見積り提示

• 発注者より部品図
を受領後、当社で
部品展開図作成

• 金型企業は展開図
を基に金型構造図
を作成（構造図の
承認は当社）

• 金型の合否をセット
メーカが判断する。
合否の基準は主観
である場合が多く、
明確な基準がない

金型の所有権の
所在

• 型代が一括支払い
の場合は発注側所
有

• 分割払（24分割等）

の場合、分割払い
中は受注側所有、
分割払い後は不明
確

• 受注側の資産と認
識。鍛造業界では
それが普通

• 型は発注者のもの
と認識するが、商慣
習のため特段明記
なし

• 自動車除き預り証
発行

• 型のモデルデータ
は型屋の所有

• 所有権は発注者に
あると認識

• ただし、顧客側で資
産登録されていな
いものもある模様

• 発注者の所有であ
り、資産登録も行わ
れている。

• 預り証・借用書有

• 金型棚卸の際には
発注者の経理担当
者が来る

• 発注者は、製品を
複数顧客に販売す
る場合、その型を自
身（発注者）で保有
する傾向がある

発注者からの型
代支払いのタイミ
ング

• 量産開始まで支払
われないケースが
大半

• 一部、試し打ち時点
で3割程度支払わ
れるケースあり

• 量産開始後、部品
代に上乗せし回収

• 型代を型の命数で
割った額を上乗せ
する

• 自動車部品を除き、
量産が始まった段
階での一括支払い
が大半

• 一括で支払わない
客の仕事敬遠

• 部品試作で良品が
出れば、型代が一
括入金される

• 試作品を納品し、品
質合格すれば型代
一括入金

• ただし品質合格に
は2～3ヶ月かかる

• 量産開始から24ヶ
月払いが基本

金型の保管・管
理等に関する取
り決め

• 特になし
• 保管費や管理費を
受領する仕組みは
必要

• 試作品納入から2
年後の試作型は、
廃棄か保管費支払
を顧客に選ばせる

• 慣習上保管費は受
領していない。顧客
は製品単価に織込
み済と認識

• 一部の顧客と、保
管費用・期間の協
議を始めた段階

• 保管料計上を打診
したが、顧客より競
争力が落ちると言
われ取りやめ

• 発注側は管理費を
支払っている認識

• 受注側も明確にコ
スト計算できてない

型取引について
の要望・困りごと
等

• 保管期間の明確化
や保管費の負担等、
Tier1に自主行動計
画を遵守させたい

• 量産時の企画台数
が大幅に下振れた
時、価格見直しに
消極的なメーカー
がいる

• 型を渡すとノウハウ
が漏れてしまう

• Tier2・3は大半が

手形払いで金利負
担

• 仕様要求が増えて
いるのに、品質保
証代金を型代に乗
せられていない

• 発注時に型代の半
額貰えると良い

• 残金も試作納入後
速やかに欲しい

• 型を所有する会社
が型の仕様を決め、
取り数など生産性
をコントロールする
ことが必要




